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（事務調査） 

④ （仮称）アイヌ歴史文化センター整備事業について

生涯学習課社会教育グループ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



１ 構想 

 厚真町における旧石器時代以降の人々の活動のなかで、特にアイヌ文化にス

ポットをあて、先住民アイヌの人々の歴史文化への理解促進と多民族多文化共

生社会構築に寄与する施設。そして、子どもから大人まで、厚真で生まれた人

や厚真へ移住してきた人、厚真の歴史・文化・産業などを楽しみに来た人、す

べての方々にアイヌ民族の暮らし、精神文化を伝え「人と文化」を考える施設

を目指す。 

 

２ 目的 

厚真町のアイヌ文化財、先住民族アイヌの人々の歴史は、全国的にも注目さ

れているものの、町民には、その価値等についてほとんど知られていないのが

現状となっている。こうした現状を踏まえ、展示はアイヌ墓副葬品をメインと

することによって、アイヌ民族の精神文化に触れるとともに、厚真のアイヌ民

族の広範囲な交易を紹介する。副葬品の展示は、アイヌ民族への敬意と尊厳を

保ちつつ、国立アイヌ民族博物館（ウポポイ）や平取町立二風谷アイヌ文化博

物館にはない厚真町の独自性を持った公開施設となる。 

展示施設は全国の先住民族アイヌの人々にとって誇りの源泉となる施設活用

はもちろん、厚真町民自らが誇りをもち本町の歴史文化に興味関心を抱くこと

に寄与する。 

 厚真町にとってはアイヌ文化のみではなく、開拓によって発展した農業を基

幹産業とする歴史との調和も考え、未来への多様性豊かな地域社会や民族共生

社会の構築に向けて寄与し、同施設内の図書や「ひろば」も含めた賑わいを創

出できる場所づくりを目的としている。 

 

３ （仮称）アイヌ歴史文化センターの展示コンセプト（資料１） 

 （１）プロローグ  

  ねらい：厚真の地形・地質の変遷をたどりながら厚真の成り立ち、厚真の

アイヌの歴史を知る 

  展示構成：厚真の歴史（アイヌ）年表／考古学から厚真の歴史をひもとく／ 

アイヌ語地名の北海道 

 （２）東アジア周辺とダイナミックにつながっていた厚真 

  ねらい：厚真・本州・東アジアの間で営まれたモノの交流・交易から厚真

の重要性を知る 

  展示構成：人とモノの交易交流の歴史／厚真文物交流相関図／本州との交易

ルート／大陸との交易ルート 
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 （３）太古からつながる厚真アイヌの歴史文化 

 ねらい：厚真における主要な遺跡の配置、遺跡から読み取れるアイヌの暮

らし・精神を知る 

  展示構成：厚幌遺跡群の背景／３つの主要遺跡（ジオラマ：上幌内モイ遺

跡・オニキシベ２遺跡・ヲチャラセナイ遺跡）／発掘調査につい

て／生活-厚真の暮らし・文化／儀礼-アイヌ文化の精神性／チャ

シを考える／埋葬-アイヌ墓副葬品 

 （４）江戸中期～明治以降の厚真の歴史 

  ねらい：江戸時代以降の厚真アイヌと他者との関りの軌跡から、共に暮ら

すあり方を考える 

  展示構成：他者との関係（近世）／他者との関係（近代）／民話で見る厚真

／映像で見る厚真 

 （５）エピローグ 

ねらい：考古学から見るアイヌ文化と今を生きるアイヌをつなぎ、厚真町

への誇りを高め、深める 

展示構成：発掘調査の意義／慰霊と供養／厚真犬／アイヌ民族衣装 

  

以上のコンセプト案をもとに、令和４年１１月２５日に町指定文化財（有形

文化財）となった「厚幌ダム遺跡群出土の擦文・アイヌ文化期の精神および葬

送儀礼に伴う遺物群」を中心として展示公開活用を行う。 

 

４ 運営体制 

 貴重な考古資料をメインに展示するためその保管環境や管理について専門知

識を有する人材が必要になるため、学芸員（考古）資格を有する職員は必置と

考えている。今後は、町内に広く点在するアイヌ文化資源を有効活用するため

の拠点施設として機能も考えている。 

また、当センターは展示公開機能を主体としており、来館者への解説・案内

については「厚真町アイヌ文化ガイド育成事業（アイヌ政策推進交付金）」で

の町民を主体としたガイド運営による町民参画型の運営体制を目指す。 

 

５ アイヌ政策推進交付金 

（１）令和８年度アイヌ政策推進交付金決定自治体 

  道内 ３７ 道外１（三重県） 合計３８ 

（２）厚真町アイヌ施策推進交付金事業内容（昨年度・今年度） 

① 文化振興事業 
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   令和７年度：７事業（伝統工芸人材育成・ガイド育成・アニメ制作など） 

     令和８年度：６事業（レプリカ製作・ガイド育成・町民向け理解促進な

ど） 

  ② 地域・産業振興事業 

   令和７年度：１事業（桜丘チャシ跡測量及び看板製作） 

   令和８年度：１事業（桜丘チャシ跡環境整備及び文化講演会） 

（３）計画事業費 

   令和６年度：  １１，０７２千円 

   令和７年度：  ２１，７１９千円 

   令和８年度：  ２０，６４１千円 

   令和９年度： １８４，６８８千円 

   令和１０年度：１１２，１１７千円 

    合 計 ： ３５０，２３７千円 

財源内訳：交付金補助 ２８０，１９０千円 

特別交付税  ３５，０２３千円 

町一般財源  ３５，０２４千円 

（４）令和７年度事業実績（資料２） 

 実施事業数  ８事業（検討委員会・委託・備品購入等） 

事業費合計額    ２１，７１９千円 

 うち交付金補助額  １７，３７５千円 

   うち特別交付税措置  ２，１７２千円 

（５）令和８年度事業（資料３） 

   計画事業数 １０事業（検討委員会・講演会・見学会・委託・備品購入 

等） 

事業費合計額    ２０，６４１千円 

   うち交付金補助額  １６，５１３千円 

   うち特別交付税措置  ２，０６４千円 
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令和 7年度アイヌ政策推進交付金事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討委員会開催状況（アニメ作品確認）    レプリカ作製の銅製銚子 

 

 

 

 

 

 

 

 

カムイノミ実施状況（厚幌ダム）       購入した伝統儀式祭具シントコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成事業で製作した矢筒         ガイド育成事業の講座実施状況 
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